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問題 11 R > 0を正の定数とし，D := {(x, y) ∈ R2 | x2 + y2 < R2}とおく．D上で定義された
関数 f(x, y) := R−

√
R2 − x2 − y2のグラフを Sとする

S := {(x, y, z) ∈ R3 | (x, y) ∈ D, z = f(x, y)}.

このとき，次の問に答えよ．

(1) (0, 0, 0) ∈ Sであり，かつ Sは (0, 0, 0)で xy-平面に接することを示せ．

(2) Sの原点 (0, 0, 0)におけるGauss曲率K を求めよ．


